


第
二
回「
金
沢 

茶
の
湯
」 茶
会
の
ご
案
内

日　

時 :

令
和
八
年（
二
〇
二
六
年
）  

五
月
十
四
日（
木
）、
十
五
日（
金
）

八
時
三
十
分
か
ら
六
席
　
（
一
席
十
五
名
）　

全
席
予
約
制

⑴
八
時
三
十
分  

⑵
九
時
四
十
分  

⑶
十
時
五
十
分  

⑷
十
二
時

 

⑸
十
三
時
十
分  

⑹
十
四
時
二
十
分  ※

⑴
か
ら
⑹
を
選
択

場　

所 :

集
合　

金
沢
美
術
倶
楽
部

茶
会　

金
沢
美
術
倶
楽
部
（
濃
茶
）、
料
亭
金
城
楼
（
薄
茶
）

　
　
　

濃
茶:

谷
村
庄
太
郎　

薄
茶:

瀬
尾
康
夫

点
心　

料
亭
金
城
樓
（
懐
石
料
理
）

参
加
費 :

お
一
人
様　

金
五
万
五
千
円（
税
込
）

定　

員 :

五
月
十
四
日（
木
）九
十
名    

十
五
日（
金
）九
十
名

                                    　

（
お
申
込　

先
着
順
）

お
申
込 :

お
問
い
合
わ
せ ◎

令
和
八
年
三
月
十
日（
火
）
午
前
十
時
か
ら
の
申
込
に

な
り
ま
す
。
同
封
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
①
か
ら
⑤
を

ご
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は
美
術
倶
楽
部
ま
で
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

金
沢
美
術
倶
楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、「
金
沢 

茶
の
湯
」

専
用
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
申
し
込
み
も
可
能

で
す
。
第
三
希
望
ま
で
お
申
込
頂
け
ま
す
。

申
込
多
数
の
場
合
は
申
込
先
着
順
に
な
り
ま
す
こ
と
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
決
定
し
た
場
合
お
申
込
者
様
に
振
込

用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ご
入
金
確
認
後
「
茶
券
」を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。
同
伴
者
あ
り
の
場
合
は
お
申
し
込
み

い
た
だ
き
ま
し
た
代
表
者
様
へ
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

拝 
啓

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
金
沢
美
術
倶
楽
部
は
、
石
川
県
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ

な
が
ら
、
特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
小
寄
せ
形
式
の
茶
会
、

第
二
回『
金
沢
茶
の
湯
』を
開
催
い
た
し
ま
す
。

席
主
は
金
沢
美
術
倶
楽
部
の
会
員
が
世
話
人
と
な
り
、
濃
茶
、
薄
茶
を

い
た
し
ま
す
。
料
亭
金
城
樓
で
は
薄
茶
の
あ
と
に
、
金
沢
能
楽
会
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
鼓
と
笛
に
よ
る
演
奏
「
一
調
一
管
」を
ご
鑑
賞
い
た

だ
い
た
あ
と
、
点
心
を
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
き
ま
す
。

各
席
少
人
数
で
の
ご
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
新
緑
の
金
沢
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

敬 

具

金
沢
美
術
倶
楽
部
　
「
金
沢 

茶
の
湯
」
事
務
局

〒
九
二
〇‒

〇
九
〇
五　

石
川
県
金
沢
市
上
近
江
町
六
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
平
日
九
時
〜
十
五
時
）

　
　
　
　
　
　

電　

話  : 

〇
七
六‒

二
六
二‒

〇
三
九
一

　
　
　
　
　
　
　
（
お
電
話
で
の
申
込
は
お
受
け
し
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  : 

〇
七
六‒

二
六
二‒

〇
三
九
二

　
　
　
　
　
　

メ
ー
ル  : in

fo
@
k
in
b
i.c
o
.jp

※

美
術
倶
楽
部
と
金
城
樓
間
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
移
動
と
な
り
ま
す
。

　

各
席
の
終
了
時
間
は
開
始
よ
り
約
三
時
間
半
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※

三
月
十
日
以
前
に
申
込
が
あ
っ
た
場
合
、十
日
十
五
時
申
込
受
付
と

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

点
心
の
前
に
金
沢
能
楽
会
よ
り
大
鼓 

飯
嶋
六
之
佐
先
生
、
笛 

室
石

和
夫
先
生
に
よ
る「
一
調
一
管
」の
演
奏
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

一
調
一
管…

小
鼓
ま
た
は
大
鼓
あ
る
い
は
太
鼓
と
、
笛
だ
け
に
よ
る
演
奏
形
式
。

本
来
は
能
に
お
い
て
不
定
期
に
催
さ
れ
、
天
明
七
年（
一
七
八
七
）に
は
成
立
し
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
鼓
と
笛
の
双
方
の
技
量
と
互
い
の
調
子
が
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

大
変
高
度
な
芸
術
表
現
を
可
能
と
す
る
芸
能
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。


